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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 61,200 23.0 4,420 86.5 4,618 86.2 3,038 96.5

2025年３月期第３四半期 49,760 △9.3 2,369 △34.2 2,480 △31.7 1,546 △36.7

（注）包括利益 2026年３月期第３四半期 3,774百万円（125.9％） 2025年３月期第３四半期 1,670百万円（△42.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 72.75 －

2025年３月期第３四半期 37.05 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第３四半期 59,671 36,359 60.5 864.92

2025年３月期 56,946 34,567 60.4 823.29

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 36,127百万円 2025年３月期 34,371百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2025年３月期 － 22.00 － 26.00 48.00

2026年３月期 － 22.00 －

2026年３月期（予想） 27.00 49.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 76,000 13.1 5,000 35.9 5,000 32.8 3,350 39.1 80.24

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 41,774,899株 2025年３月期 41,753,765株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 5,402株 2025年３月期 4,738株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 41,761,548株 2025年３月期３Ｑ 41,740,943株

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

※  注記事項

新規  －社　　（社名）－、 除外　－社　　（社名）－

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後様々な要因によって予想値と異なる結果となる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果もあり、緩やかな回復

傾向が続きました。一方で、米国の通商政策の影響や中国の経済等の動向、東欧・中東地域を中心とした地政学的リ

スクの増加、円安による資源・エネルギー価格の高騰と物価上昇の継続などを背景に、先行きは不透明な状況が続い

ております。

　建設市場におきましては、公共建設投資は堅調に推移し、民間設備投資については、持ち直しの動きがみられます

が、資材価格等の上昇による影響が懸念されております。

　このような事業環境の中で、当社グループは中期経営計画2023（2023年度～2025年度）の最終年度に取り組んでお

ります。今期より麻生フオームクリート株式会社を新たに連結子会社として迎え入れ、同社が強みとする気泡コンク

リート工事をはじめとした事業において、当社の営業ネットワークを最大限に活用することで、グループ全体の売上

高および利益の拡大を図り、今期の公表計画の目標達成に向けて全力で取り組んでおります。

　その状況の中で、当第３四半期連結累計期間の業績は以下のとおりとなりました。

① 受注高、売上高

　受注高は、前年同期と同水準となる0.4％増の58,982百万円で、高水準を維持しました。主な内訳として、法面工

事については、能登半島地震の復興工事の受注などにより27,188百万円（前年同期比2.5％減）となり、注力してい

る基礎・地盤改良工事は、北海道新幹線延伸などの鉄道関連工事や北春日部駅周辺の土地区画整理事業関連工事、本

明川ダムのグラウト工事などの受注により20,239百万円（同 2.0％減)となりました。補修工事については、6,718百

万円（同 21.6％増）となりました。

　売上高は、法面工事については奈良県冷水地区の砂防・地すべり対策工事など、基礎・地盤改良工事については北

海道新幹線延伸などの鉄道関連工事などの当第３四半期連結累計期間に寄与する手持ち工事が多かった影響で61,200

百万円（前年同期比23.0％増)となりました。

② 損益

　売上高の増加に加え、当第３四半期連結累計期間においても全社的に受注段階からの原価統制を継続したことによ

り、利益率も前年同期比で改善し、売上総利益は向上しました。その結果、営業利益は4,420百万円（前年同期比　

86.5％増）、経常利益は4,618百万円（同 86.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は3,038百万円（同 

96.5％増）となりました。

　第４四半期は、更なる受注高確保、利益確保のための施工促進と原価低減に努め、安定した業績基盤の構築を図っ

てまいります。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、総資産が59,671百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,725

百万円増加しております。これは主に、受取手形・完成工事未収入金等が4,164百万円、電子記録債権が439百万円、

能登地域の復旧・復興工事の拠点（能登工事事務所）を開設したことにより建物・構築物が315百万円、地盤改良工

事の受注拡大を目的とした機械装置を購入したことにより機械、運搬具及び工具器具備品が453百万円増加した一

方、現金預金が3,133百万円減少したことによるものです。

　負債合計は、23,311百万円となり、前連結会計年度末に比べ933百万円増加しております。これは主に、支払方法

を支払手形からでんさいに変更したことにより電子記録債務が6,419百万円増加した一方、支払手形・工事未払金等

が4,825百万円、賞与引当金が544百万円減少したことによるものです。

　純資産合計は36,359百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,791百万円増加しております。これは主に、その他

有価証券評価差額金が715百万円増加、親会社株主に帰属する四半期純利益を3,038百万円計上したこと、及び2,004

百万円の配当を実施したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　現段階では、2025年５月９日に公表いたしました業績予想につきましては、変更はありません。

- 2 -

日特建設株式会社（1929）2026年３月期　第３四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 18,151 15,017

受取手形・完成工事未収入金等 17,721 21,886

電子記録債権 2,470 2,910

商品及び製品 17 38

販売用不動産 0 0

未成工事支出金 349 438

材料貯蔵品 807 987

その他 825 974

貸倒引当金 △1 △2

流動資産合計 40,342 42,251

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 1,646 1,962

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 2,320 2,774

土地 5,219 5,231

建設仮勘定 681 340

その他（純額） 11 12

有形固定資産合計 9,879 10,320

無形固定資産 476 404

投資その他の資産

投資有価証券 4,288 5,325

繰延税金資産 1,317 716

その他 678 691

貸倒引当金 △37 △37

投資その他の資産合計 6,247 6,696

固定資産合計 16,603 17,420

資産合計 56,946 59,671

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 12,359 7,534

電子記録債務 － 6,419

１年内返済予定の長期借入金 177 168

リース債務 11 3

未払法人税等 768 583

未成工事受入金 1,258 984

完成工事補償引当金 171 171

工事損失引当金 20 52

賞与引当金 1,071 527

役員賞与引当金 9 3

その他 1,698 1,999

流動負債合計 17,547 18,447

固定負債

長期借入金 519 393

退職給付に係る負債 4,126 4,330

役員退職慰労引当金 77 10

その他 106 129

固定負債合計 4,830 4,864

負債合計 22,378 23,311

純資産の部

株主資本

資本金 6,076 6,088

資本剰余金 1,777 1,788

利益剰余金 25,471 26,505

自己株式 △4 △5

株主資本合計 33,321 34,376

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 655 1,371

為替換算調整勘定 35 49

退職給付に係る調整累計額 359 329

その他の包括利益累計額合計 1,050 1,750

非支配株主持分 196 232

純資産合計 34,567 36,359

負債純資産合計 56,946 59,671
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

売上高

完成工事高 49,650 61,065

その他の事業売上高 109 134

売上高合計 49,760 61,200

売上原価

完成工事原価 40,710 49,491

その他の事業売上原価 80 85

売上原価合計 40,791 49,577

売上総利益

完成工事総利益 8,939 11,574

その他の事業総利益 28 49

売上総利益合計 8,968 11,623

販売費及び一般管理費 6,598 7,202

営業利益 2,369 4,420

営業外収益

受取利息 1 3

受取配当金 118 174

特許関連収入 5 4

為替差益 － 16

その他 23 30

営業外収益合計 150 228

営業外費用

支払利息 2 8

支払保証料 22 14

為替差損 7 －

シンジケートローン手数料 5 5

その他 2 2

営業外費用合計 39 30

経常利益 2,480 4,618

特別利益

固定資産売却益 5 5

投資有価証券売却益 － 2

特別利益合計 5 7

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 2 46

減損損失 － 11

特別損失合計 2 57

税金等調整前四半期純利益 2,482 4,568

法人税、住民税及び事業税 692 1,220

法人税等調整額 248 281

法人税等合計 940 1,501

四半期純利益 1,542 3,067

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△4 29

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,546 3,038

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

四半期純利益 1,542 3,067

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 128 715

為替換算調整勘定 10 21

退職給付に係る調整額 △10 △29

その他の包括利益合計 128 706

四半期包括利益 1,670 3,774

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,671 3,737

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 36

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 2024年４月１日  至 2024年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 

2025年４月１日  至 2025年12月31日）

当社グループの報告セグメントは、当社及び連結子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するため、定期的に検討を行う対象となっております。

当社グループは、建設事業のほかに、商品資材販売等事業を展開しておりますが、同事業は開示情報としての重

要性が乏しく、建設事業の単一セグメントとなるため記載を省略しております。

前第３四半期連結累計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2025年４月１日
至 2025年12月31日）

減価償却費 631百万円 781百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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区分／工事

前第3四半期連結累計期間

自 2024年４月１日

至 2024年12月31日

当第3四半期連結累計期間

自 2025年４月１日

至 2025年12月31日

増　　減

金額 比率（％） 金額 比率（％） 金額
増減率

（％）

受

注

高

基

礎

工

事

基礎・

地盤改良工事
20,658 35.2 20,239 34.3 △418 △2.0

法面工事 27,888 47.5 27,188 46.1 △699 △2.5

補修工事 5,524 9.4 6,718 11.4 1,193 21.6

計 54,071 92.1 54,147 91.8 75 0.1

土木工事 3,725 6.3 3,764 6.4 39 1.1

地質コンサルタント 319 0.6 360 0.6 40 12.7

その他 602 1.0 710 1.2 107 17.9

合計 58,719 100.0 58,982 100.0 263 0.4

区分／工事

前第3四半期連結累計期間

自 2024年４月１日

至 2024年12月31日

当第3四半期連結累計期間

自 2025年４月１日

至 2025年12月31日

増　　減

金額 比率（％） 金額 比率（％） 金額
増減率

（％）

売

上

高

基

礎

工

事

基礎・

地盤改良工事
18,340 36.8 19,507 31.9 1,167 6.4

法面工事 23,129 46.5 27,199 44.4 4,069 17.6

補修工事 5,408 10.9 9,607 15.7 4,198 77.6

計 46,878 94.2 56,314 92.0 9,435 20.1

土木工事 2,116 4.3 3,933 6.4 1,816 85.8

地質コンサルタント 286 0.6 261 0.4 △24 △8.6

その他 478 0.9 691 1.2 213 44.7

合計 49,760 100.0 61,200 100.0 11,440 23.0

区分／工事

前第3四半期連結累計期間

自 2024年４月１日

至 2024年12月31日

当第3四半期連結累計期間

自 2025年４月１日

至 2025年12月31日

増　　減

金額 比率（％） 金額 比率（％） 金額
増減率

（％）

繰

越

高

基

礎

工

事

基礎・

地盤改良工事
18,851 32.8 19,466 33.2 614 3.3

法面工事 25,837 44.9 27,938 47.6 2,100 8.1

補修工事 5,891 10.2 4,968 8.4 △923 △15.7

計 50,580 87.9 52,373 89.2 1,792 3.5

土木工事 6,639 11.6 6,079 10.4 △560 △8.4

地質コンサルタント 137 0.2 164 0.3 27 19.8

その他 183 0.3 82 0.1 △101 △55.3

合計 57,541 100.0 58,699 100.0 1,158 2.0

３．補足情報

受注高・売上高・繰越高（連結）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）
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